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今日のテーマは「脱原発の時代を生きる」ですけれど、その前にまず中国電力
が 30年にわたり推し進め続けてきた上関原発の現状はどうなっているかという
話をしておきたいと思います。
現状としては、上関原発の工事は止まっています。「止まってよかったね」と
よく言われるんです。けれど、まだ止まったわけではないという状況もあるんで
す。不安定と言いますか、宙ぶらりんな状況です。特に、2012 年末の総選挙で
自民党が大多数の議席を取った中で、今の安倍首相の地元が山口県だということ
もあります。上関町の推進派といわれる人たちは、政権が変わって首相の地元だ
というわけで、原発がまた進められるのでないかという希望を持つようになった
のです。それゆえの宙ぶらりんな状況でもあるのです。
鎌仲さんの映画で描かれているように、上関町では原発推進賛成派が大多数で
す。そのなかで祝島だけが反対の人が多数を占めていますが、町全体では反対の
人は少数です。このような状況のなかで、町長選挙では推進側がずっと勝ってき
たんです。
──原発推進派の3パターン
3.11 の福島第一原発事故の後になると、推進する人たちの間ではおおざっぱに
言えば、三つぐらいのパターンに分かれてきているように思われます。
まず一つは、まだ原発を本気で作ろうと、あるいは原発はいつか建つと信じて
いて、そのお金で地域振興だ、まちづくりだと考えている人たちです。
もう一つは、原発が建てればよしと。仮に建たなくても、国策にしたがって原
発推進だと頑張って言い続けてきて、仮に原発建設が駄目になっても、地域振興
策を国から引き出そうという目論見を持つ人たちで、推進の姿勢は絶対に崩さな
い人たちです。
三つ目は、長いものに巻かれろという考え方で、賛成派が多数の状況の中で
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30 年間やってきたから、今さら立場を変えるわけにはいかないという人びとで
す。
3.11 の「東日本大震災」のフクシマ原発事故の直後は、事情が多少変わりまし
た。私が祝島の人間で、顔も知られているので、今まで道で会っても話しかけて
くることがまずなかった本土側の人たちの中に、急に話しかけてくるような人が
出てきたりもしました。「福島、大変なことになったね」とか、「もうこれで上関
の原発はなしだね」というようなことを言う人が増えました。
しかし推進派の三つのパターンのうちの二つ目の地域振興策を引き出すために
推進を明言する人たちは、最近になって「やっぱり原発ができるんじゃないか」
という希望を抱き出したように見受けられます。
脱原発の島づくり構想は、祝島だけでなく、上関町全体の問題でもあるのです。
しかし、地域づくり、まちづくりをどうするかと考えるとき、原発建設の方向に
再び希望を見いだしてきた人たちがいます。原発のお金に頼らない町の振興をど
う実現するのかという議論や行動を大切にしなければならないのですが、フクシ
マ原発事故から時間がたつにつれて、多くの町民が原発の危険性に対して鈍くな
ってきたなと感じています。
私たちは絶対に原発に反対しながらも、原発なしのまちづくりもめざしていま
す。
──原発に頼らない地域振興とは
実際問題として、政府は確かに自民党政権に変わって風向きも変わりそうな気
配があります。でも仮に原発が建つことになっても、来年とか、再来年の話では
ありえないでしょう。自民党は再稼働を主張しても、公明党はまだ脱原発を考え
ています。原発ゼロへの動きの中では、たとえ原発の新設案が通ったとしても、
その完成は 10年、20年、30年先の話でしょう。まちづくり、地域の振興とい
うことを考えるなら、上関町はできていない原発に頼れない。少なくともこの先
の何十年かは原発に反対する人だけでなくて、賛成する人も原発のお金をあてに
しないで、地域をどう立て直せばいいかを考えなければならない問題なんです。
今までは、原発のない地域づくりは反対派が考えるべき問題だというのが、上
関町内の推進派の人たちの言い分だったのです。彼らは「原発のお金で地域振興
を進めていくのだ」と言いつづけてきました。原発に反対するのだったら、原発
交付金に依存しない振興策を見せろという主張です。ところが現状では、原発に
賛成しても、交付金による地域開発を再考しなければならないというのが、実情
です。それは反対派の仕事だという免罪符にはならない状況です。
祝島などでは、私たち原発に反対する人間がなぜ原発に反対するのか、目の前
の目標は何か、中長期的な目標とは何なのか、反対を通して原発の先に何を成し
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遂げたいのか、という問いかけをする
ことは大切です。
その答えは、私たち自身がこの地域
で自立して、自分らしく生きていきた
いんだということです。これは、原発
へのアンチテーゼとしての地域振興策
ではありません。私たちがこの地に生
き続けるためにどうすればいいのかを
考えなければいけない。これは原発抜きの地域づくり、島おこしの考え方の基本
的スタンスなんです。
映画で描かれているように、祝島の反対運動では、この考え方に基づいて、ひ
じきをとる、ビワをとる、ビワの葉でお茶をつくる、海産物の加工品をつくる、
豚の放牧をする、できるだけ自然エネルギーを自給する方法に向かおうじゃない
か、という持続可能な地域振興策を考えてきたわけです。これは、反対運動と並
行して進めなければいけないので、ほんとうに大変な試みです。
私にも子どもがいますから、最近は身に染みてわかってきましたけど、反対運
動と日々の生活、家族や子育てというのを、すべて両立させるのは非常に大きな
負担です。今でこそ状況は落ち着いていますが、原発問題が起きた当初の話を聞
くと、国や電力会社という巨大な力を相手にして、祝島のおっちゃん、おばちゃ
んたちは、子どもを育てながら、漁もし、ビワもつくり、その上で「原発もつく
らせん」と、本当にようやってきたなと思うのです。ほんとうに尊敬すると同時
に、これからは私たち若い世代も同じことをやっていかなければいけないと思い
ます。
原発建設問題が上関町の中で 30年間続いてきた結果として、町の大多数を占
める推進派の人たちは、原発に代わる地域振興策を基本的に考えてこなかったん
です。「原発さえ来れば、どうにかなるだろう」という考えがあったせいで、交
付金による活性化の代替案が何もなかったので、今ではどんどん追い詰められて
いっているというかなり厳しい状況になってしまったのです。
と言っても、じゃあ、私たちにとっても原発建設さえ止まればハッピーだとい
うわけでも決してありません。むしろ、ここからがスタートです。これから地域
の若い世代が知恵と努力を合わせて自立的に生きていくための代案を示して実行
して、やっぱり結果を出さなきゃならないんです。
──祝島の島おこし
祝島の取り組みを、もう少し詳しく話そうと思います。まずは私自身の仕事で
すが、原発に依存しない島づくりの一環として特産品の開発があります。私がや
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ビワを育てている山戸孝さん
っているのは、ビワ茶だったり、海産物で言えば
ひじき、タコやサヨリ、イカなどの加工品です。
「祝島市場」で販売しています。産地を直結するネ
ット・通信販売が多いです。そういった産物は、
原則として祝島にあるものなんです。
私も含めて島で暮らしている人たちの基本的ス
タンスは、外から目新しいものや珍しいものを持
ち込むのではなく、まず自分の身の回りにあるも
のを自分が活かし切っているかどうかをよく考え
ます。そこで、自らの汗を流し技術を磨いて、そ
して、それを特産品にして、収入源として生活を
成り立たせていきます。これは一つの大きな方向
性です。原発を受け入れる、入れない考えにも影
響を与えます。
この生き方もまた、祝島の神舞����という伝統的祭りの復活に反映されています。
神舞という祭りは、886 年にさかのぼる固有の伝統芸能ですが、4年ごとに行な
います。地域が全力を合わせなければ成し遂げられない祭りですが、島は原発推
進、反対に分かれたことで、反対運動が始まってから 2年後の 1984 年には、祭
りが中止になりました。復活されたのは 1992 年の時でした。神舞は反対運動と
同様に、島で生きる島民の誇りと決意を表すものとして、運動と島おこしにとっ
て不可欠なものになりました。
祝島の農業は今ではビワの栽培が主流ですけど、ずっと前には、ほかの瀬戸内
の島と同じくミカンがメインでした。それが、オレンジの自由化や生産過剰のた
めの値崩れによって、ミカンの栽培で食べられなくなり、ビワに切り替えたので
す。その経緯は、ビワが祝島の山に自生して、農薬も使わずに育つ島の風土に合
った作物だということが基本にあって、そこでビワを選んだのです。そういった
ところからも見えるように、祝島というのは、昔からあるものをただ守っている
だけでなくて、常に状況に即した選択の上で変化していくのだと、私は思ってい
ます。その中で変えてはいけないものを変えず、変わっていかなければいけない
ものを変えていく。そこの選択肢には祝島の特徴的なところがあると、私は考え
ます。
エネルギーに関して言えば、原発は否定するが、持続可能な自然エネルギーは
受け入れてきました。数年前から太陽光発電設備が設置され、2011 年 1月に上
関原発を建たせない祝島島民の会は「祝島千年の島づくり基金」を発足させ，自
然エネルギーで 100%自立する島をめざすプロジェクトを立ち上げました。
新しいから受け入れるのではなく、新しいものも古いものもそれが私たちの生
き方、身の丈に合うかどうかを見極めた上で取捨選択するのが、祝島的なあり方
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ひじき苅り
なのです。私も、2000 年に本土から祝島に帰ってから気づきましたが、そうい
う地域のありようが好きだから、この島で生きていこうと思ったんです。少しで
すが、このような話で、祝島の島づくりの考え方と取り組みはお伝えすることは
できたかと思います。
──島外の視点の重要性
では、島の外ではどうなのでしょう。原発をほんとうに止められたら、上関町
の他地区はどうしていくのかと言うと、祝島のやり方をほかの地域にまで広げれ
ば一番いいんだろうと思うんですが、実際にそこにはなかなか難しいところがあ
ります。
推進派の人たちが多数を占める現状は、ゆるがしがたいものがあります。原発
なしの地域づくりの機運はなかなか生まれてきません。個人レベルでそういう思
いを持った人びとがちらほらいたとしても、一つの地域として大きくまとめてい
くのは大変です。その状況を打破するためには、町民自身が自らの考え方を変え
る必要があると思います。同時に、町の外の視点から自分の生きざまがどのよう
に見られているのか、それを自分たちはどう受け止めて思うのか、そこまで想像
しなければならないんじゃないかと。もちろん、町全体がそう思うようになって
ほしいのですが。
原発反対運動というのは、賛成か反対かという二項対立の構造を生み出して、
30年という長い年月に積み重ねたその溝が深くなってきたんです。2012 年の夏、
和光大学の学生のみなさんが祝島や上関に来られたとき、原発を推進する側の住
民団体の話も聞いたと思います。その中に「祝島の人は同じ上関町の住民だから、
まだ話はできるけれども、町の外から来て反原発を主張する人たちは出ていって
ほしい」という、かなり排他的な雰囲気を感じたかと思います。それは非常に残
念なことです。
人口 3,500 人程度の上関町みたいな小さな地方自治体は、町民の力だけで町お
こしをやっていくのは、やはり厳しいですね。中心になるのはもちろん地元の人
間ではありますけれども、それに関わる多くの外の人たちのサポートと力も必要
で、それが確実に地域力の強化につながるのです。排他的な感情でもってその支
援を拒否してしまうことは、地域にとって大きな損失です。
鎌仲さんの映画もそうですけど、このあとに話される「長島の自然を守る会」
（現「上関の自然を守る会」）の高島美登里さんも、実は、もともとは上関町の方
ではないんです。長島にある原発予定地の田ノ浦近辺の自然に魅せられて上関町
に移り住むことを選ばれた方なのです。彼女のように I��ターンした人たちと共に
暮らしながら、知恵を出し合って町の力に変えていくべきではないかと、私は思
うんです。
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たとえば、スナメリやカンムリウミスズメなどの希少動植物が上関町内に多く
生息していますが、地元の漁師には、「スナメリ？　ああ、おる。あいつが来た
ら、魚が食わんで、弱るんじゃ」とか、邪魔者扱いする人もいます。カンムリウ
ミスズメは、世界で 5,000 羽しかいない絶滅危惧種の鳥です。「長島の自然を守
る会」の調査によると、祝島や田ノ浦周辺は日常的に観察することができる貴重
なスポットです。けれども、地元の漁師は、「ああ。そこに、そんなペンギンみ
たいな鳥がおったのう」言うて、「あいつ、網にかかって死んじょったで」とい
う感覚しかない。
スナメリと、カンムリウミスズメだって、エコツーリズムなりグリーンツーリ
ズムなり、島や上関町の地場産業であると見なせば、貴重な地域財産として保全
しなければならないんです。自分たちの物差しでしかものごとを計れないと、そ
の価値に気づくことがないんです。外の視点に立って振り返ると、「あっ、自分
たちの地域に何もないと思い込んでいたけど、こんないいものもあったのか」と
いう驚きは大きく、地域の資源と財産を守らなきゃいけないことに気づくんです
ね。
私たちの町の状況は、日本中の山間地や離島・へき地が抱える問題と同じく普
遍的な悩みをはらんでいます。過疎化、高齢化、生活の不便さ。でも、それに対
してよく出てくる「うちの町には何もない」という言い方は、あまり好きではあ
りません。私は祝島で育って、中学校まで過ごしましたが、高校以降は島を出て
大学まで行きました。23歳で島に Uターンして、今 35歳ですから、島の暮し
は十数年になります。
島に帰って気がついたことは、うちの島にはいろんなものがあるんだというこ
とです。それは自然であり、食べ物であり、人であり、助け合いという地域共生
であり。だから、島へ帰ってよく見なければ気づかなかった財産が実にたくさん
あるんですね。多くの町民が信じ込んでいるであろう「うちの町には何もない」
というセリフは、私にとって残念でなりません。
必要なのは、自分の生活を否定的なまなざしで見るのをやめることです。視野
を広げて多面的に身の回りを見直せばいい。特に人と人とのつながりという豊か
さを再評価してほしいですね。一県の中に、日本という国の中に、そして世界の
中に自分の故郷の位置づけは何なのか、あるいはどのような位置づけがありえる
のか、そういうことを考える必要があります。そのような視点でもって地域を見
直していくうちに、必ず貴重な資源の存在に気づくのではないかと、私は思いま
す。
──まとめ
祝島は、現在、人口 450 人ぐらいで周囲 12kmしかない小さな離島ですが、少
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なくとも、「うちの島には、これだけ
のすばらしいものがある。これだけの
魅力的な人間がいる」と胸を張って言
えます。島の人たちと一緒に、原発と
いうあまりにも巨大なリスクと引き換
えに巨大なリターンを求めるのではな
く、自分の目の前にあるこれだけの豊
かさを元手に、隣人と協力していけば
いいのです。少なくとも飯は食ってい
けるし、後悔するような生き方はしな
いと、自信をもって言えます。
こう考えてみると、脱原発の地域づくりというのは、自分たちの地域が持って
いる特徴と魅力を、自ら進んで見つけてつくり出していくものです。それを多角
的にきちんと検証した上で、磨いていって、そして発信していくという、当たり
前の作業だと思います。
日本中の多くの地域では、原発の巨額の助成金に頼らず、厳しくても地域の活
性化をめざして頑張っているわけです。その上で、一つの自治体の力だけで乗り
越えられないような問題が多いので、ほかの自治体や外の人たちの協力と応援を
仰ぎながら、ちょっとずつでも前に進んでいこうという姿勢を示すのが大事なの
ではないかと思います。私はこれからもずっとそう考えながら島で生きていきま
す。
［やまと  たかし］
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上関原発予定地の田ノ浦湾から見た祝島。前景には祝島の抗議船。
